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史上初めて行われた 1960年、 16年の空白を経て再開された 1976年の 2度の討論会が、ともに情報公開
と外交機密の相克という重大な問題を内包していたことをつまびらかに描く、実証性を追求した研究論文で
ある。考察の基礎をなしているのは、これまで文書公開の限界ゆえに、また地理的条件からしても利用が難
しかったケネデイ・ニクソン・アイゼンハワー・フォード・カーター各大頭領図書館で渉猟した膨大な一次
資料の駆使にある。
テレビ討論における候補者の片言隻匂が選挙戦そのものの勝敗、つまり政権選択を左右しかねないこと、
それが世界の超大国アメリカで常時実施され、したがってその結果を全世界が甘受せざるをえないこと、ま
たテレビ討論という形式に象徴されるより公開度の増した選挙運動や政治活動が世界各地に伝播しているこ
となどからしても、非常に大きな意義を持つ論文である。アメリカに限らず、機密外交文書の漏洩、テロと
の戦いなど、国家が保有する機密保持と報道・情報の自由の対立関係はすぐれて現代的な、そして今後も重
大な問題であり、それをいわばその顕在化の原点ともいえる事例を考究の中心的対象として取り上げた点、
注目に値する力作である。
ただし、なお改善すべき点も見受けられる。たとえば先行研究の整理・理論の提示は必ずしも十分な説得
力をともなっていない。第2部と第3部の記述にはかなり濃淡があり、 1960年に比べて 1976年の場合につ
いては表面的な考察に終始するきらいがある。とくに外交機密と公開性の相克という観点からすれば、本論
文が2つの事例しか取り上げていないことの有意性や、 1976年のフォード東欧発言がどこまで適切な例か
は疑問の余地なしとしない。
十分な根拠や説明が提示されない主張も散見される。たとえばニクソンがアイゼンハワ一政権の外交政策
形成に大きな役割を演じたという主張、ケネデイがアイゼンハワ一政権によるキューバ侵攻計画の存在を知
りながらテレビ討論会で優位に立つためにみずから侵攻を提唱したという主張などは本論文のかなり重要な
骨格をなすが、筆者が各大統領図書館などで膨大な一次資料を渉猟したにもかかわらず、その根拠は比較的
少数の二次資料にとどまっている。 世論に歓迎されない可能性のあるデタント擁護発言をフォードがあえて
行った動機についても十分に解明されているとはいいがたい。今後機会を捉えてさらに資料収集に尽力する
ことも含め、執筆者によるいっそうの研鍍・研究の深化に期待するものである。
平成24年1月25日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った口審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(政治学)の学位を受けるに十分な資搭を
有するものと認める。
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